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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第43期
第１四半期
累計(会計)期間

第44期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第43期
連結会計年度　

　

会計期間

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成21年
９月30日

　

売上高（百万円） 3,293 3,101 11,888 　

経常利益（百万円） 26 39 31 　

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（△）

（百万円）

△91 1 △1,120 　

持分法を適用した場合の投資利益

（百万円）
－ － － 　

資本金（百万円） 1,167 － － 　

発行済株式総数（千株） 87,733 － － 　

純資産額（百万円） 7,039 6,041 6,042 　

総資産額（百万円） 13,152 11,791 11,725 　

１株当たり純資産額（円） 80.24 68.64 68.65 　

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）

△1.05 0.02 △12.77 　

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － 　

１株当たり配当額（円） － － － 　

自己資本比率（％） 53.5 51.1 51.4 　

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△155 △67 387 　

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△43 △97 △102 　

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△175 △5 △342 　

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
760 908 1,078 　

従業員数（人） 408 408 417 　

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　第43期第１四半期累計（会計）期間及び第43期連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純

利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。第44期第１四半期連結累計（会計）期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４　前第１四半期累計（会計）期間は四半期連結財務諸表を作成していないため、前第１四半期連結累計（会

計）期間に代えて前第１四半期累計（会計）期間について記載しております。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な

変更はありません。

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人）     408

　（注）　従業員数は、就業人員であります。なお、臨時従業員は、臨時従業員の総数が従業員の10/100未満のため、記載を省

略しております。　

(2）提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 398

　（注）　従業員数は、就業人員であります。なお、臨時従業員は、臨時従業員の総数が従業員の10/100未満のため、記載を省

略しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）貸与能力

　当社及び連結子会社の営業の主力を占める建設機械の賃貸収入に係る貸与資産は、購入及び親会社からの賃借に

より調達しております。

　当第１四半期連結会計期間末の貸与能力の金額は、次のとおりであります。

事業の部門等の名称 金額（千円） 　

レンタル関連事業  　

保有する貸与資産の取得価額の総額 1,479,452 　

親会社から賃借により調達している貸与資産の

取得価額の総額
8,971,310 　

計 10,450,762 　

　（注）１　建設機械の種類は、多岐にわたっているため、記載は省略しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３　前第３四半期連結会計期間より連結財務諸表を作成しているため前年同四半期との比較分析は行っておりま

せん。

(2）貸与資産の購入実績

　当社及び連結子会社の営業の主力を占める建設機械の賃貸収入に係る貸与資産の当第１四半期連結会計期間の購

入実績は、次のとおりであります。

事業の部門等の名称 金額（千円） 　

レンタル関連事業 88,267 　

計 88,267 　

　（注）１　建設機械の種類は、多岐にわたっているため、記載は省略しております。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３　前第３四半期連結会計期間より連結財務諸表を作成しているため前年同四半期との比較分析は行っておりま

せん。

(3）貸与資産の親会社からの賃借による調達実績

　当社及び連結子会社の営業の主力を占める建設機械の賃貸収入に係る貸与資産の当第１四半期連結会計期間にお

ける親会社からの賃借による調達実績は、次のとおりであります。

事業の部門等の名称 金額（千円） 　

レンタル関連事業 138,187 　

計 138,187 　

　（注）１　建設機械の種類は、多岐にわたっているため、記載は省略しております。

２　上記の金額は、親会社から賃借している貸与資産の取得価額より算出しております。

３　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

４　前第３四半期連結会計期間より連結財務諸表を作成しているため前年同四半期との比較分析は行っておりま

せん。

(4）販売実績

　当第１四半期連結会計期間における販売実績は、次のとおりであります。

事業の部門等の名称 金額（千円） 　

レンタル関連事業 3,101,356 　

計 3,101,356 　

　（注）１　総販売実績に対し、10％以上に該当する販売先はありません。

２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３　前第３四半期連結会計期間より連結財務諸表を作成しているため前年同四半期との比較分析は行っておりま

せん。

EDINET提出書類

サコス株式会社(E04888)

四半期報告書

 4/23



２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たに生じた事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社及び連結子会社が判断したものであります。

(1）経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、国内外の景気対策を背景に一部に持ち直しの兆しが見られたも

のの、雇用情勢は回復には至らず、また、デフレの進行等により個人消費も低迷を続け、依然として厳しい景況が続いて

おります。

　当社を取り巻く建機レンタル業界も例外なく全体的に低迷した状況にあり、特に建設、不動産業界においては、景気

動向指数ＤＩでも上位を占める程の厳しい経営環境とされる等、依然として厳しい状況にありました。

　このような状況の中で、当社は、テーマとして『激流への挑戦』を掲げ、土木及び建築関連の大型プロジェクト工事、

鉄道関連工事、特殊需要工事に加え、一般産業界にも注力するとともに、環境対策商品の開発や市場への投入等、積極

的に営業展開して参りました。

　レンタル関連につきましては、官民ともに設備投資が減少傾向にある中、大型プロジェクト工事に関しましては、中

規模以下の工事量の減少が特に顕著であり、特殊需要及び一般産業界に関しましては、重工造船、塗装、ライニング、プ

ラント関連及びレンタカー関連の年末年始における需要増により受注件数は堅調に推移しましたが、各種現場によっ

ては価格下落が著しく、厳しい状況が続きました。

　鉄道関連工事に関しましては、都市部における耐震補強、安全対策や輸送拡大、更には中部地域の新幹線関連工事が

本格化する等、好調に推移致しました。

　中古建機販売に関しましては、国内市場においては比較的堅調に推移し、中国をはじめとした東アジア圏においては

景気持ち直しの動きが見られましたが、全体としましては円高の影響や中古建設機械市場における機械不足も解消さ

れず、市場は様子見の様相を呈しております。

　その結果、当第１四半期連結会計期間の売上高につきましては31億１百万円となりました。内訳としましては、賃貸

収入が25億34百万円、その他の売上高が５億67百万円となりました。営業利益につきましては、既存店所にかかる諸経

費削減を推進したものの、競合他社との単価競争に伴い、42百万円となり、経常利益につきましては39百万円となりま

した。

　なお、最終損益につきましては、法人税等調整額として31百万円を計上した結果、１百万円の四半期純利益となりま

した。

　今後もしばらくの間、経営環境は厳しい状況が続くものと予想されますが、時代のニーズを反映した環境対策商品の

充実化を図り、また、グループ会社間においては、各々の事業の特性を生かしつつ今後のグループ戦略を踏まえた営業

提案を推進し、更なる業容の拡大、財務体質の強化並びに業績の安定化に努めて参ります。

　なお、前第３四半期連結会計期間より連結財務諸表を作成しているため前年同四半期との比較分析は行っておりま

せん。（以下、「(3）キャッシュ・フロー」においても同じ。）
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(2）財政状態の分析

（資産）

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は、117億91百万円と前連結会計年度末に比べて66百万円（0.6％）の増加

となりました。これは、現金及び預金の減少１億70百万円及び在庫圧縮に伴うたな卸資産の減少75百万円があった

ものの、売上債権の増加３億39百万円があったためであります。

（負債）

　当第１四半期連結会計期間末の負債は、57億50百万円と前連結会計年度末に比べて67百万円（1.2％）の増加とな

りました。これは、賞与引当金の減少83百万円があったものの、買掛債務の増加１億93百万円があったためでありま

す。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末の純資産は、60億41百万円と前連結会計年度末に比べて０百万円（△0.0％）の減少

となりました。これは、投資有価証券の時価評価額が簿価を下回ったため、その差額としてその他有価証券評価差額

金１百万円をマイナス計上したためであります。

(3）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、９億８百万円となりまし

た。

　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は、67百万円となりました。これは、主な増加項目として仕入債務の増加１億93百万

円及び減価償却費84百万円があったものの、主な減少項目として売上債権の増加３億39百万円及び賞与引当金の減

少83百万円があったためであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、97百万円となりました。これは、主な減少項目として連結子会社の営業譲受に伴

う支出65百万円及び営業所の移転に伴う有形固定資産の取得による支出36百万円があったためであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、５百万円となりました。これは、主な減少項目としてリース債務の返済による支

出４百万円があったためであります。

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 120,000,000

計 120,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成21年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（平成22年２月12日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 87,733,362 87,733,362ジャスダック証券取引所
単元株式数は100株

であります。

計 87,733,362 87,733,362 ─ ─

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成21年10月１日～

平成21年12月31日
－ 87,733 － 1,167,551 － 165,787

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。

（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

 平成21年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 －　 － －

議決権制限株式（自己株式等） －　 － －

議決権制限株式（その他） － －　 －

完全議決権株式（自己株式等） 100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　87,732,500 877,325 －

単元未満株式 普通株式　　　　 762 － －

発行済株式総数 87,733,362 － －

総株主の議決権 － 877,325 －

　（注）　「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が700株が含まれております。また、「議決

権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数７個が含まれております。
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②【自己株式等】

 平成21年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

サコス株式会社
東京都品川区東五反田四丁目

５番３号
100 － 100 0.00

計 － 100 － 100 0.00
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
10月

平成21年
11月

平成21年
12月

　

最高（円） 109 103 100 　

最低（円） 90 91 88 　

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書提出日までにおける役員の異動は以下のとおりでありま

す。

（1）退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

代表取締役社長 － 中田　信二 平成21年12月31日

　

（2）役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

代表取締役社長 － 常務取締役

東京営業部、神奈

川営業部、特需営

業部、鉄道営業

部、ＣＳＡセン

ター、ミニ建機セ

ンター、技術開発

室管掌

瀬尾　伸一 平成21年12月31日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表及び四半期財務諸表の作成方法について

(1）当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

(2）当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第

63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

(3）前第１四半期累計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）は四半期連結財務諸表を作成していな

いため、前第１四半期連結累計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に代えて、前第１四半期累計期間（平成20年10月１日から平成20年12月

31日まで）に係る四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書を記載しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期累計期間（平成20年10月１日から平成20

年12月31日まで）に係る四半期財務諸表及び当第１四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日

まで）並びに当第１四半期連結累計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 908,023 1,078,725

受取手形及び売掛金 3,757,014 3,417,032

商品及び製品 22,739 89,559

仕掛品 23,467 31,270

原材料及び貯蔵品 107,024 108,385

その他 227,312 273,208

貸倒引当金 △87,711 △78,870

流動資産合計 4,957,871 4,919,310

固定資産

有形固定資産

貸与資産（純額） ※
 335,242

※
 302,757

土地 4,598,453 4,598,453

その他（純額） ※
 1,248,844

※
 1,274,129

有形固定資産合計 6,182,539 6,175,339

無形固定資産 15,986 1,500

投資その他の資産

その他 943,603 938,124

貸倒引当金 △308,284 △309,141

投資その他の資産合計 635,318 628,982

固定資産合計 6,833,845 6,805,822

資産合計 11,791,716 11,725,132

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,400,695 2,207,504

1年内償還予定の社債 560,000 560,000

未払法人税等 6,228 33,565

賞与引当金 89,458 172,975

その他 456,577 478,974

流動負債合計 3,512,961 3,453,020

固定負債

社債 1,700,000 1,700,000

長期借入金 400,000 400,000

役員退職慰労引当金 29,140 27,630

その他 107,948 101,884

固定負債合計 2,237,088 2,229,514

負債合計 5,750,049 5,682,534
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,167,551 1,167,551

資本剰余金 1,222,338 1,222,338

利益剰余金 3,633,513 3,632,073

自己株式 △20 △20

株主資本合計 6,023,383 6,021,943

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △1,442 578

評価・換算差額等合計 △1,442 578

少数株主持分 19,726 20,076

純資産合計 6,041,667 6,042,597

負債純資産合計 11,791,716 11,725,132
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（２）【四半期連結損益計算書】
【前第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 3,293,217

売上原価 2,094,095

売上総利益 1,199,122

販売費及び一般管理費

給料及び賞与 396,947

賞与引当金繰入額 81,250

退職給付費用 10,834

役員退職慰労引当金繰入額 1,500

貸倒引当金繰入額 55,596

その他 615,584

販売費及び一般管理費合計 1,161,712

営業利益 37,409

営業外収益

受取利息 388

受取賃貸料 5,735

保険配当金 3,332

その他 2,854

営業外収益合計 12,310

営業外費用

支払利息 10,713

貸倒引当金繰入額 8,337

その他 4,055

営業外費用合計 23,106

経常利益 26,613

特別利益

特別利益合計 －

特別損失

固定資産除売却損 2,148

特別損失合計 2,148

税引前四半期純利益 24,465

法人税、住民税及び事業税 6,790

法人税等調整額 109,359

法人税等合計 116,149

四半期純損失（△） △91,684
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【当第１四半期連結累計期間】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 3,101,356

売上原価 1,960,026

売上総利益 1,141,329

販売費及び一般管理費

給料及び賞与 396,066

賞与引当金繰入額 89,458

退職給付費用 11,525

役員退職慰労引当金繰入額 1,510

貸倒引当金繰入額 8,111

その他 591,926

販売費及び一般管理費合計 1,098,599

営業利益 42,729

営業外収益

受取利息 188

受取賃貸料 6,459

その他 6,465

営業外収益合計 13,112

営業外費用

支払利息 10,457

受取賃貸料対応原価 3,696

その他 1,950

営業外費用合計 16,103

経常利益 39,738

特別損失

固定資産除売却損 320

特別損失合計 320

税金等調整前四半期純利益 39,418

法人税、住民税及び事業税 6,793

法人税等調整額 31,535

法人税等合計 38,328

少数株主損失（△） △349

四半期純利益 1,440
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
【前第１四半期累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 24,465

減価償却費 108,981

貸倒引当金の増減額（△は減少） 67,275

賞与引当金の増減額（△は減少） △145,850

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △4,400

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,500

受取利息及び受取配当金 △388

支払利息 10,713

固定資産除売却損益（△は益） 2,148

賃貸資産の取得による支出 △177,231

売上債権の増減額（△は増加） △139,122

たな卸資産の増減額（△は増加） 89,598

仕入債務の増減額（△は減少） 34,938

その他 2,008

小計 △125,362

利息及び配当金の受取額 254

利息の支払額 △1,827

法人税等の支払額 △28,334

営業活動によるキャッシュ・フロー △155,270

投資活動によるキャッシュ・フロー

短期貸付金の増減額（△は増加） 110

有形固定資産の取得による支出 △43,019

長期貸付金の回収による収入 3,006

その他 △4,022

投資活動によるキャッシュ・フロー △43,925

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △175

配当金の支払額 △175,466

財務活動によるキャッシュ・フロー △175,642

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △374,838

現金及び現金同等物の期首残高 1,135,717

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 760,879
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【当第１四半期連結累計期間】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 39,418

減価償却費 84,827

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7,984

賞与引当金の増減額（△は減少） △83,516

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,510

受取利息及び受取配当金 △188

支払利息 10,457

固定資産除売却損益（△は益） 320

貸与資産の取得による支出 △61,490

売上債権の増減額（△は増加） △339,982

たな卸資産の増減額（△は増加） 75,982

仕入債務の増減額（△は減少） 193,191

その他 33,840

小計 △37,644

利息及び配当金の受取額 188

利息の支払額 △3,525

法人税等の支払額 △26,946

営業活動によるキャッシュ・フロー △67,928

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △36,003

営業譲受による支出 △65,757

長期貸付金の回収による収入 3,497

その他 906

投資活動によるキャッシュ・フロー △97,357

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △4,673

割賦債務の返済による支出 △742

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,415

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △170,701

現金及び現金同等物の期首残高 1,078,725

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 908,023
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第１四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１．会計処理基準に関する事項の変更 　完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

　請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用し

ておりましたが、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平

成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」(企業会

計基準適用指針第18号　平成19年12月27日）を当第１四半期連結会計期間

より適用し、当第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第１四

半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工

事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、そ

の他の工事については工事完成基準を適用しております。

　なお、この変更による損益への影響は軽微であります。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年９月30日）

※　有形固定資産の減価償却累計額 1,977,612千円　 ※　有形固定資産の減価償却累計額 1,901,760千円　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

　

現金及び預金勘定 760,879千円　

現金及び現金同等物 760,879千円　　

　

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　

現金及び預金勘定 908,023千円　

現金及び現金同等物 908,023千円　　

　

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年10月１日　至　

平成21年12月31日）

１　発行済株式の種類及び総数

普通株式　 87,733,362株　

２　自己株式の種類及び株式数

普通株式　 121株　
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間（自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日）

　当社及び連結子会社は、同一セグメントに属する建設機械・機器のレンタルに関する事業を展開しており、当該

事業以外に事業の種類がないため該当事項はありません。　　

【所在地別セグメント情報】

　当第１四半期連結累計期間（自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日）

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。　

【海外売上高】

　当第１四半期連結累計期間（自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。　

（１株当たり情報）

１　１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成21年12月31日）

前連結会計年度末
（平成21年９月30日）

１株当たり純資産額 68.64円 １株当たり純資産額 68.65円

２　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額

前第１四半期累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

　

１株当たり四半期純損失金額 △1.05円 　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　

　（注）　１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

　

四半期純損失（△）（千円） △91,684 　

普通株主に帰属しない金額（千円） － 　

普通株式に係る四半期純損失（△）（千円） △91,684 　

期中平均株式数（千株） 87,733 　

当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

　

１株当たり四半期純利益金額 0.02円 　

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

　

四半期純利益（千円） 1,440 　

普通株主に帰属しない金額（千円） － 　

普通株式に係る四半期純利益（千円） 1,440 　

期中平均株式数（千株） 87,733 　
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（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月13日

サコス株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 林　　由佳　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 梅原　　隆　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサコス株式会社の平

成20年10月１日から平成21年９月30日までの第43期事業年度の第１四半期累計期間（平成20年10月１日から平成20年12月

31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書

について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四

半期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、サコス株式会社の平成20年12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する

第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月12日

サコス株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 林　　由佳　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 梅原　　隆　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサコス株式会社の平

成21年10月１日から平成22年９月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12

月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サコス株式会社及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状態並び

に同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信

じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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